




要約:HBe 抗原陽性の母親から出生した児 382 例に予防処置を実施したところ、キャリア

と成ったのは臍帯血陽性例を含め 3.9%で、96.1%はキャリア化を免れた。しかし、一過性

の感染を示す HBc 抗体の持続的な上昇あるいは再上昇を示す例が HBIG の静注併用例で

18.5%、HBIG 筋注例で 51.6%に認められた。1 才以降の HBs 抗原陽性例や HBc 抗体再上昇

例を防ぐため、抗体産生能の高いワクチンの使用が望ましいと考えられた。


